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第１回目は本校に清水南小学校、清水東小学校の４年生をそれぞれお招きし、ニュースポーツを楽しみました。

今回の第２回目の学校間交流は、相手校に伺いました。相手校の児童が、第１回目の活動を踏まえて、学校間交

流で行う活動を考えたり遊ぶおもちゃを作ったりして準備し、活動を行いました。どのようにしたら本校の児童

が楽しんでくれるのか、おうちの人に相談して家でシミュレーションしていた児童もいたようです。両校とも、

久しぶりに会って始めは緊張していたものの、徐々に打ち解け、笑顔あふれる楽しい交流となりました。 

 

 

 

【１１月１９日実施】 

  清水南小学校が作った各ゲームの紹介動画を見て、本校で事前学習

を行いました。当日は、合奏の発表のあと楽器を触ったり音を出したり

する時間もあり、一気に和やかな雰囲気になりました。ペア活動では、

「エアーバズーカ（空気砲）」「フィッシング（魚釣り）」「「ペットボトル

ボウリング」「的あて」の４種類のゲームをしました。音楽を聞くときや

各ゲームで並ぶとき、分かりやすいようにと椅子が並べられていたり、手

書きイラスト付きのゲームの説明も用意されていたりしました。各ゲー

ムを体験すると、景品（折り紙で折ったもの）も準備されており、「どれ

にしようかな。」と楽しんで景品を選んでいました。活動した体育館から

出て帰るときは、清水南小学校の４年生でアーチが作られ、その中を恥ず

かしくも嬉しい様子で歩いていました。 

 

 

 

【12月３日実施】 

全員で「じゃんけん列車」と「風船バレー」をしました。

風船バレーでは、風船の感触を楽しみつつ、風船を落とすま

いとうちわを動かして風船を打ち合いました。そのあと、ペアで「輪

投げ」「的当て」「風船（ペアではさんで歩く／打ち合いながら歩く）」

「魚釣り」「ボウリング」の５種類のゲームで遊びました。順番待ちの

列にマークがあったり、使うものが分かりやすいようにそれぞれ箱に

入れてあったりしました。帰りには清水東小の児童や先生が出口に並

んで、花道が作られ、

ハイタッチをしたり

「バイバイ」と手を振

ったりしながら別れ

を惜しみました。 

令和７年度 

清水特別支援学校 交流及び共同学習だより №３ 
～ 今回は小学部の交流及び共同学習についてお知らせします ～ 

清水南小学校との学校間交流 

清水東小学校との学校間交流 



 

 

 

第１回目と同様に、学校間交流が終わった後、本校では、個人ノートを使って事後学習を行いました。清水東

小学校、清水南小学校の児童達は、ワークシートを活用して交流の感想を書くことで振り返りを行っています。

また、相手校の児童とその保護者からの感想には、本校の教師が感想等をお返ししています。 

相手校の実際の感想をご紹介します。 

 

《児童より》 

・相手の子が嬉しそうに遊んでいてよかったです。 

・また一緒に（ゲームなどを）やりたいです。 

・また、遊びにきてください。 

・ぼくが作った的当てをみんなが楽しく遊んでくれてよかったと思いました。 

・わたしはこの日のためにいっしょうけんめい遊びを作ってよかったと思いました。  

なので、また会ったらいっしょに遊びたいと思いました。 

・もしお店とかであったりしたら「こんにちは」と話したいと思います。 

・相手の子がすごく喜んでくれてうれしかったです。 

・仲良くなれてよかったです。学校間交流ではもう会えないけれど、またどこかで会えたらうれしいです。 

・ペアの子となかよくできてよかったです。最初は緊張したけれど、だんだん緊張しなくなったのでよかったで

す。 

 

《保護者より》 

・初めてのお友達と話すのが苦手な息子が、頑張ってコミュニケーショ

ンをとろうとしていたと聞いてとてもうれしく思います。違いを受け入

れて仲良く活動できたようで何よりです。 

・前からずっと準備をしていて「何をすると楽しんでくれるかな」と一

生懸命子供が考え、ドキドキするきもちの中当日を迎えられたのも、す

てきなことですね。娘は、いっぱい練習して景品もいっぱい作って、帰

ってきて話をしてくれたとき、とてもうれしそうだったので私もうれし

くなりました。 

・いろんな形での交流はすばらしいですね。 

・前回の反省をふまえて、友達のことを考えてゲームの工夫ができてよかったと思います。 

・前ペアだった清水特支の友達が、「○○くん（相手児童名前）、バイバイ」とぼくのことを覚えていてくれたと

嬉しそうに話してくれた息子をみて、私もうれしかったです。 

・前回、特別支援学校のお友達とうまく関われなかった、思うように

遊んで仲良くできなかったとしょんぼりしていましたが、今回はどう

やったら仲良くできるか長い時間じっくり考えて、交流会に向けて責

任感を持って考えていました。 

・特別支援学校との交流は、とてもいい機会だと思います。相手の子

とどう接すれば良いか、どうしたら楽しんでくれるかよく考えて行動

できたと思います。これからも他校と交流できる機会があるといいと

思います。 

相手校の感想～一部抜粋～ 


